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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外経済の不透明感に起因する円高進行などから、企業収益

の改善に足踏みが見られる状況にありました。しかしながら、11月の米国大統領選後に、新政権下での財政拡大路

線が強まるとの期待を背景に、米国金利の上昇による日米金利差の拡大を主因としたドル高・円安基調に転じまし

た。このため、企業収益は高水準を維持したまま底入れすることが予想されるなど、景気は引き続き緩やかな回復

基調が続いております。

当社グループの主要ユーザーであります医薬品業界は、薬価改定やジェネリック医薬品使用促進などの医療費抑

制策の強化や、研究開発費の高騰と開発リスクの増大などにより、先進国を中心に成長が鈍化しており、新興国へ

の市場移行やジェネリック医薬品の市場拡大が進んでおります。

こうした情勢のもと、当社グループは、独創的な新製品の開発や、顧客ニーズを捉えた営業活動を展開するとと

もに、積極的に新分野への展開を図ってまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高147億67百万円(前年同期比12.9％増)、営業利益14億41百

万円(同98.2％増)、経常利益14億86百万円(同89.6％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益８億15百万円(同93.1

％増)となりました。

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

・機械部門

造粒・コーティング装置を主力とする機械部門においては、ジェネリック医薬品業界の旺盛な設備投資意欲によ

り受注は好調に推移し、売上高、営業利益共に増加となりました。

この結果、売上高は100億３百万円(同15.5％増)、営業利益は11億54百万円(同99.6％増)となりました。

・化成品部門

化成品部門においては、食品品質保持剤は、競争激化のなか売上高・営業利益とも微減となりましたが、医薬品

の経口剤に使用される機能性添加剤は、ジェネリック向けを主体に好調を維持し、また、当社技術を活用した栄養

補助食品も堅調に推移しました。

この結果、売上高は47億63百万円(同7.8％増)、営業利益は６億２百万円(同48.7％増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産合計は、前連結会計年度末に比べ12億５百万円増加し、184億11百万円とな

りました。増減の主な内訳は、受取手形及び売掛金が３億76百万円減少したものの、現金及び預金が13億65百万円、

仕掛品が１億37百万円増加したことによるものであります。

また、当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ10億11百万円増加し、66億89百万円

となりました。増減の主な内訳は、前受金が８億８百万円増加したことによるものであります。

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ１億93百万円増加し、117億22百万円とな

りました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年２月期業績予想につきましては、本資料の公表時点において、平成28年４月５日の決算短信で発表しま

した通期業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第３四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用し

ております。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の

持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として

計上する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、

暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連

結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非

支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間

及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（3）、連結会計基準第44－５項（3）及

び事業分離等会計基準第57－４項（3）に定める経過的な取扱いに従っており、過去の期間のすべてに新たな会計

方針を遡及適用した場合の第１四半期連結会計期間の期首時点の累積的影響額を資本剰余金及び利益剰余金に加

減しております。

　この結果、第１四半期連結会計期間の期首時点において、のれん77,159千円及び負ののれん11,067千円並びに

利益剰余金77,678千円が減少しているとともに、資本剰余金8,991千円及び為替換算調整勘定2,594千円が増加し

ております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益は11,575千円増加し、経常利益及び税金等調整前四半期

純利益はそれぞれ6,041千円増加しております。

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、この変更による当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年２月29日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,042,296 5,407,407

受取手形及び売掛金 5,542,999 5,166,333

電子記録債権 151,350 207,435

商品及び製品 330,747 387,488

仕掛品 1,511,095 1,648,112

原材料及び貯蔵品 590,674 681,680

前払費用 114,910 94,708

繰延税金資産 369,466 338,088

その他 424,172 442,201

貸倒引当金 △24,122 △20,224

流動資産合計 13,053,591 14,353,231

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,153,744 1,140,856

土地 1,318,399 1,314,791

その他（純額） 662,978 776,803

有形固定資産合計 3,135,122 3,232,451

無形固定資産

のれん 77,159 －

その他 105,600 68,378

無形固定資産合計 182,760 68,378

投資その他の資産

繰延税金資産 29,420 22,233

その他 811,158 740,780

貸倒引当金 △5,400 △5,400

投資その他の資産合計 835,179 757,613

固定資産合計 4,153,061 4,058,444

資産合計 17,206,653 18,411,675
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年２月29日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,680,871 1,853,523

電子記録債務 899,494 1,099,144

未払法人税等 65,043 343,226

前受金 1,288,049 2,096,460

賞与引当金 259,898 126,088

役員賞与引当金 61,000 60,750

資産除去債務 19,199 －

その他 1,042,018 781,892

流動負債合計 5,315,576 6,361,085

固定負債

退職給付に係る負債 194,094 190,672

負ののれん 11,067 －

資産除去債務 4,213 34,786

その他 152,518 102,832

固定負債合計 361,893 328,291

負債合計 5,677,469 6,689,376

純資産の部

株主資本

資本金 1,035,600 1,035,600

資本剰余金 1,280,522 1,289,513

利益剰余金 9,515,679 10,038,113

自己株式 △201,313 △201,361

株主資本合計 11,630,488 12,161,866

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 16,600 19,419

為替換算調整勘定 △100,775 △443,156

退職給付に係る調整累計額 △17,129 △15,829

その他の包括利益累計額合計 △101,304 △439,567

純資産合計 11,529,183 11,722,298

負債純資産合計 17,206,653 18,411,675
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年11月30日)

売上高 13,081,701 14,767,069

売上原価 8,931,450 10,069,748

売上総利益 4,150,250 4,697,320

販売費及び一般管理費 3,423,091 3,256,281

営業利益 727,159 1,441,039

営業外収益

受取利息 972 1,706

受取技術料 12,246 11,600

保険解約返戻金 17,238 18,424

為替差益 5,614 －

負ののれん償却額 5,845 －

その他 18,479 20,499

営業外収益合計 60,397 52,231

営業外費用

支払利息 2,951 1,937

為替差損 － 2,399

その他 179 1,984

営業外費用合計 3,131 6,321

経常利益 784,425 1,486,950

特別利益

固定資産売却益 904 7,655

投資有価証券売却益 － 14,936

特別利益合計 904 22,591

特別損失

固定資産除却損 3,236 1,045

減損損失 22,338 1,616

役員退職慰労金 － 250,000

特別損失合計 25,575 252,661

税金等調整前四半期純利益 759,755 1,256,879

法人税等 344,187 441,210

四半期純利益 415,567 815,669

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △6,776 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 422,344 815,669
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年11月30日)

四半期純利益 415,567 815,669

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 8,671 2,818

為替換算調整勘定 △67,637 △344,976

退職給付に係る調整額 447 1,299

その他の包括利益合計 △58,518 △340,857

四半期包括利益 357,048 474,811

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 360,877 474,811

非支配株主に係る四半期包括利益 △3,828 ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成27年３月１日 至 平成27年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

機械部門 化成品部門 計
調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注２)

売上高

(1) 外部顧客への売上高 8,663,751 4,417,949 13,081,701 ― 13,081,701

(2) セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 8,663,751 4,417,949 13,081,701 ― 13,081,701

セグメント利益 578,302 404,851 983,153 △255,994 727,159

(注) １．調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△255,994千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

報告セグメントに配分された減損損失はありません。報告セグメントに配分されていない減損損失計上額は、

22,338千円であります。

　

３．地域に関する情報

売上高

当社では、「四半期財務諸表に関する会計基準」で要求される開示に加え、財務諸表利用者に有用な情報を提供す

るため、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」等に基づく地域に関する情報(売上高)を開示しております。

日本(千円) 北米(千円) 中南米(千円) 欧州(千円) その他(千円) 計(千円)

9,632,372 1,337,285 676,048 686,238 749,756 13,081,701

(注) １．売上高は顧客の所在地を基礎として、国又は地域に分類しております。

２．本邦以外の地域区分は、地理的近接及び事業活動との相互関連性を勘案して決定しており、各区分に属する

主な国又は地域は、次のとおりであります。

(1) 北米 ………米国、カナダ

(2) 中南米………ブラジル等

(3) 欧州 ………フランス、英国等

(4) その他………アジア等
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成28年３月１日 至 平成28年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

機械部門 化成品部門 計
調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注２)

売上高

(1) 外部顧客への売上高 10,003,630 4,763,438 14,767,069 ― 14,767,069

(2) セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 10,003,630 4,763,438 14,767,069 ― 14,767,069

セグメント利益 1,154,303 602,091 1,756,395 △315,355 1,441,039

(注) １．調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△315,355千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「機械」セグメントにおいて、「企業結合に関する会計基準」等を過去の期間のすべてに遡及適用した

場合の第１四半期連結会計期間の期首時点の累積的影響額を、資本剰余金及び利益剰余金に加減してお

ります。当該事象により、第１四半期連結会計期間の期首において、のれんが77,159千円減少しており

ます。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及

び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却の方法を同様に

変更しております。

　なお、この変更に伴う当第３四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。

　

４．地域に関する情報

売上高

当社では、「四半期財務諸表に関する会計基準」で要求される開示に加え、財務諸表利用者に有用な情報を提供す

るため、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」等に基づく地域に関する情報(売上高)を開示しております。

日本(千円) 北米(千円) 中南米(千円) 欧州(千円) その他(千円) 計(千円)

11,725,000 1,645,760 261,088 423,717 711,500 14,767,069

(注) １．売上高は顧客の所在地を基礎として、国又は地域に分類しております。

２．本邦以外の地域区分は、地理的近接及び事業活動との相互関連性を勘案して決定しており、各区分に属する

主な国又は地域は、次のとおりであります。

(1) 北米 ………米国、カナダ

(2) 中南米………ブラジル等

(3) 欧州 ………フランス、英国等

(4) その他………アジア等
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５．補足情報

● 受注及び販売の状況

(1) 受注高

(単位：千円)

セグメントの名称

前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年11月30日)

金額 前年同期比(％) 金額 前年同期比(％)

機械部門 9,671,499 105.0 12,243,473 126.6

化成品部門 1,612,827 101.2 1,733,988 107.5

合計 11,284,326 104.4 13,977,461 123.9

(注) １．化成品部門のうち医薬品添加剤と食品品質保持剤は、販売計画に基づいた見込生産によっておりますので記

載を省略しております。

２．金額は販売価格によっており、セグメント間の取引は相殺消去しております。

３．上記の金額には消費税等は含まれておりません。

(2) 受注残高

(単位：千円)

セグメントの名称

前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年11月30日)

金額 前年同期比(％) 金額 前年同期比(％)

機械部門 7,976,130 110.4 9,288,900 116.5

化成品部門 376,639 128.2 419,761 111.4

合計 8,352,770 111.1 9,708,661 116.2

(注) １．化成品部門のうち医薬品添加剤と食品品質保持剤は、販売計画に基づいた見込生産によっておりますので記

載を省略しております。

２．金額は販売価格によっており、セグメント間の取引は相殺消去しております。

３．上記の金額には消費税等は含まれておりません。

(3) 販売実績

(単位：千円)

セグメントの名称

前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年11月30日)

金額 構成比(％) 金額 構成比(％)

機械部門 8,663,751 66.2 10,003,630 67.7

化成品部門 4,417,949 33.8 4,763,438 32.3

合計 13,081,701 100.0 14,767,069 100.0

(注) １．金額は販売価格によっており、セグメント間の取引は相殺消去しております。

２．上記の金額には消費税等は含まれておりません。
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